
②
行
政
評
価

１

行
政
評
価
と
は

　
多
く
の
自
治
体
で
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
が
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
自
治
体
運
営
に
新

し
い
風
を
吹
き
込
む
こ
と
へ
の
大

き
な
期
待
と
関
心
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
総
務
省
の
「
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
行
政
評
価
の
取
組
状
況
」

（
平
成
1
6
年
７
月
末
現
在
）
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
都
道
府
県
で
は
ほ

ぼ
全
て
の
団
体
（
4
6
団
体
）
、
政

令
指
定
都
市
で
は
全
団
体
（
1
3
団

体
）
が
行
政
評
価
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
多
く
の
自
治
体
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」

だ
が
、
現
状
で
は
統
一
さ
れ
た
考

え
方
や
取
組
手
法
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。

　
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
が
導
入
し
て
い
る
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
特

徴
は
、
事
業
を
評
価
し
、
改
善
に
結

び
付
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
と
い

う
点
が
上
げ
ら
れ
る
。
「
で
は
、
ど

の
よ
う
に
改
善
を
進
め
て
い
く
か
」

と
い
う
と
き
に
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
評
価
で
あ
る
。
評
価
を

民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
全
事
業
評
価
の
取
組

行
わ
ず
に
、
根
本
的
な
改
善
を
図

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
評

価
の
内
容
は
、
改
善
を
意
図
し
た

も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
考

　
え
方

　
評
価
結
果
を
改
善
に
結
び
つ
け

る
も
の
と
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
の
考
え
方
が
あ
る
。
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
と
は
、
図
１

の
と
お
り
、
事
業
を
P
l
a
n
（
計
画
）

―
D
ｏ
（
実
施
）
―
C
h
e
c
k
（
評
価
）

ｌ
A
c
t
i
o
n
（
改
善
）
の
流
れ
で
考
え

る
と
い
う
も
の
で
、
実
施
結
果
を

そ
の
計
画
に
基
づ
き
評
価
し
、
改
善

に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
考
え
方

で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
従
え
ば
、

図１　マネジメントサイクル

事
業
は
、
絶
え
間
な
く
改
善
へ
と

見
直
し
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

・
情
報
公
開
の
必
要
性

　
行
政
評
価
の
結
果
は
、
住
民
に

公
開
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
評
価
結
果
の
公
表
が
不
可
欠

な
の
は
、
事
業
の
改
善
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
受
け
る
の
は
住
民
だ
か

ら
で
あ
る
。
事
業
の
改
善
は
住
民

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

２

横
浜
市
に
お
け
る

行
政
評
価
の
取
組

～
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
の
導
入
～

①
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
が
生
ま
れ
る

　
ま
で

　
横
浜
市
の
行
政
評
価
は
、
2
0
0
2

（
平
成
1
4
）
年
５
月
、
総
務
局
に

行
政
評
価
担
当
を
設
置
し
て
取
り

組
ん
だ
予
算
事
業
に
つ
い
て
の
自

己
評
価
や
コ
ス
ト
分
析
等
に
始
ま

る
。
そ
し
て
、
2
0
0
3
（
平
成
1
5
）

年
３
月
、
行
政
運
営
の
方
向
を
明

ら
か
に
し
た
「
新
時
代
行
政
プ
ラ

ン
Ⅰ
」
の
重
点
改
革
項
目
と
し
て

「
民
間
化
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
名

称
で
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

示
し
た
。

　
「
民
間
化
チ
ェ
ッ
ク
」
は
、
全
て

の
施
策
・
事
業
の
あ
り
方
を
①
行

政
と
市
民
、
団
体
、
企
業
、
と
の

役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
②
日
常

の
旅
費
計
算
か
ら
局
の
中
心
事
業

ま
で
、
運
営
コ
ス
ト
、
間
接
コ
ス

ト
を
含
め
て
、
行
政
が
公
的
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
こ
と
の
妥
当
性
を
明

確
に
す
る
③
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
と
効
率
化
を
実

現
し
、
同
時
に
事
務
事
業
コ
ス
ト

の
徹
底
し
た
削
減
を
進
め
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
。

　
具
体
的
な
様
式
等
の
シ
ス
テ
ム

は
、
平
成
1
5
年
５
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
「
局
区
横
断
課
題
解
決
案

作
成
チ
ー
ム
」
1
5
名
で
策
定
。
そ

の
過
程
で
は
、
市
役
所
内
4
6
課
で

民
間
化
チ
ェ
ッ
ク
の
案
を
試
行
し

て
も
ら
い
、
実
際
の
評
価
に
通
用

す
る
か
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
名
称
に
つ
い
て
は
「
民

間
化
チ
ェ
ッ
ク
」
の
第
一
印
象
が
、

民
営
化
・
委
託
化
で
き
る
事
業
を

洗
い
出
す
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
に
受

け
止
め
ら
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
、

誤
解
を
生
ま
な
い
た
め
に
「
民
間

度
」
と
い
う
尺
度
か
ら
、
民
間
企

業
の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ス
ト
、

ス
ピ
ー
ド
、
効
率
化
な
ど
の
視
点

を
踏
ま
え
た
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と

い
う
意
味
で
「
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
」

と
変
更
し
、
平
成
1
5
年
1
0
月
「
新

時
代
行
政
プ
ラ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
の
中
で
発
表
し
た
。

②
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
と
は
な
に
か
？

　
多
少
重
複
す
る
が
、
改
め
て

「
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
」
の
特
徴
ど

目
的
（
ね
ら
い
）
を
説
明
し
た
い
。

「
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
」
の
特
徴
と

し
て
最
も
重
視
し
て
い
る
点
は
、

①
行
政
が
行
っ
て
い
る
す
べ
て
の

事
業
や
業
務
に
つ
い
て
点
検
し
、

改
革
・
改
善
の
必
要
が
あ
る
も
の

は
、
改
善
計
画
を
策
定
し
、
公
表

す
る
と
と
も
に
、
予
算
編
成
、
職

員
配
置
計
画
、
運
営
方
針
に
反
映

す
る
②
組
織
全
体
か
つ
全
職
員
で

実
施
す
る
こ
と
で
、
職
場
の
議
論

を
活
発
化
し
、
自
律
的
、
自
発
的

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
的
な

点
検
、
改
善
を
す
す
め
る
こ
と
。

　
ま
た
、
目
的
（
ね
ら
い
）
と
し
て
、

「
５
つ
の
視
点
」
を
挙
げ
て
い
る
。

①
〈
お
客
様
の
視
点
〉
市
民
の
公

的
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
ス
ピ
ー
ド
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
職

場
全
員
で
事
業
・
業
務
を
点
検
す
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《6)

組
織
風
土
改
革

そ
の
成
果
と
課
題



る
こ
と
に
よ
り
、
再
認
識
し
、
お

客
様
の
視
点
に
立
っ
て
仕
事
の
ス

タ
イ
ル
を
見
直
し
、
市
民
満
足
度

の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
〈
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点
〉
業

務
の
プ
ロ
セ
ス
が
長
年
の
積
み
重

ね
で
作
ら
れ
、
複
雑
に
な
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
業
務
の
流

れ
を
初
心
に
返
っ
て
見
つ
め
直

し
、
無
駄
を
省
い
て
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
と
と
も
に
業
務
に
か
か
る

時
間
も
短
縮
さ
れ
、
効
率
的
な
業

務
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
〈
財
務
等
の
視
点
〉
事
業
・
業

務
を
行
う
と
き
、
従
事
す
る
職
員

の
人
件
費
や
施
設
維
持
費
な
ど
に

つ
い
て
立
忌
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
財
源
や

人
数
枠
が
捻
出
さ
れ
、
局
区
事
業

本
部
が
ら
自
ら
の
判
断
で
、
必
要

性
・
緊
急
性
の
高
い
事
業
に
充
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
〈
人
材
育
成
の
視
点
〉
全
て
の

職
員
が
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
に
関
わ

り
、
コ
ス
ト
意
識
や
仕
事
を
客
観

的
に
見
つ
め
な
お
し
、
改
善
す
る

習
慣
が
身
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
組
織
運
営

に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
の

も
と
に
、
組
織
目
標
を
常
に
考
え
、

柔
軟
で
効
一
率
性
を
考
え
た
取
組
が

で
き
る
よ
う
な
人
材
が
育
ち
ま
す
。

⑤
〈
職
場
活
性
化
の
視
点
〉
各
職

場
で
実
施
一
し
て
い
る
事
業
の
目
的
、

コ
ス
ト
、
効
果
、
実
施
主
体
と
し

て
の
適
格
さ
な
ど
に
つ
い
て
職
場

全
体
で
話
し
合
う
こ
と
で
、
現
状

と
課
題
を
確
認
し
ま
す
。
職
場
で

の
対
話
と
組
織
目
標
の
共
有
化
に

よ
り
、
風
通
し
の
良
い
、
活
力
あ

る
職
場
風
土
が
作
ら
れ
ま
す
。

③
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
方
法

(
1
)
全
職
員
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

　
ト
を
も
と
に
点
検

　
全
て
の
事
業
・
業
務
に
つ
い

て
、
２
種
類
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

（
事
業
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
：
図
２

―
1
、
業
務
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
：

図
２
―
２
）
を
活
用
し
て
、
全
職

員
参
加
で
議
論
を
行
い
点
検
す
る

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
は
、
前
述
し
た
５
つ
の

視
点
に
基
づ
い
た
チ
ェ
ッ
ク
項
目

を
十
数
個
用
意
し
、
評
価
は
客
観

的
か
つ
容
易
に
改
善
の
必
要
性
が

わ
か
る
よ
う
に
三
者
択
一
で
選
択

す
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
既
定
の
項
目
以
外
に
、

よ
り
具
体
的
な
評
価
を
行
う
た
め

に
各
職
場
が
独
自
の
チ
ェ
ッ
ク
項

目
を
加
え
る
こ
と
も
推
奨
し
て
い

て
、
自
発
的
な
改
善
に
つ
な
が
る

こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
組
織
運
営
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
（
図
２
―
３
）
と
い
う
シ

ー
ト
を
用
い
て
職
場
活
性
化
を
実

現
す
る
た
め
の
確
認
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

(
2
)
3
ヵ
年
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

　
策
定

　
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
点
検

事業チェックシート図2―1

図２―２　業務チェックシート

図２―３　組織運営チェックシート
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結
果
に
も
と
づ
き
、
具
体
的
な
改

善
に
取
り
組
む
事
業
・
業
務
を
決

定
し
、
改
善
計
画
を
３
ヵ
年
の
な

か
で
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（
図
３
）
を
策
定
す
る
。

た
だ
し
、
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
現

状
の
方
法
が
望
ま
し
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
そ
の
事
業
・
業
務
の
必

要
性
や
プ
ロ
セ
ス
を
事
実
確
認
す

る
こ
と
で
、
引
き
続
き
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
る
。

(
3
)
改
善
計
画
の
策
定

　
改
善
に
取
り
組
む
事
業
・
業
務

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
具
体
的

な
改
善
計
画
を
策
定
し
、
改
善
計

画
シ
ー
ト
（
図
４
）
に
記
入
す
る
。

市
民
の
声
に
対
し
、
よ
り
的
確
に

応
え
て
い
く
た
め
に
何
を
行
う
べ

き
か
、
ま
た
、
他
都
市
や
民
間
で

は
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る

か
な
ど
の
視
点
で
改
善
の
具
体
的

な
取
組
を
導
く
。

(
4
)
市
民
へ
の
公
表
と
意
見
の
収
集

　
横
浜
市
で
は
、
情
報
公
開
を
積

極
的
に
進
め
て
お
り
、
民
間
度
チ

ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
前
述
の
各
シ

ー
ト
を
公
表
し
、
直
接
の
サ
ー
ビ

ス
の
受
益
者
だ
け
で
な
く
、
幅
広

く
納
税
者
と
し
て
の
市
民
の
声
を

反
映
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

３
　
今
ま
で
の
取
組
の
状
況

　
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
は
、
平
成
1
5

年
９
月
か
ら
全
職
場
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
当
初
は
職
場
で
の
議
論
が

活
発
に
行
わ
れ
た
職
場
が
あ
る
一

方
で
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
埋
め

る
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
職
場
も
多
く
あ
り
、
局
区
に
よ

る
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
理
解
不

足
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
が
職
場
の

実
態
に
合
わ
な
い
な
ど
の
意
見
も

出
さ
れ
た
。
一
番
の
問
題
は
「
全

職
員
に
よ
る
全
事
業
・
業
務
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
」
と
い
う
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
か
ら
く
る
職
員
の
や
ら
さ
れ
感

が
強
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
期
待
す
る
成

果
が
出
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
1
6
年
度
は
、
1
5
年
度
の
課
題
を

踏
ま
え
、
持
続
的
な
改
革
促
進
の

仕
組
み
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
取

組
と
し
て
、
①
局
区
長
を
責
任
者

に
位
置
づ
け
、
全
局
区
に
公
募
委

員
に
よ
る
改
革
推
進
委
員
会
を
設

置
②
そ
の
代
表
に
よ
る
、
改
革
推

進
会
議
を
毎
月
開
催
し
、
局
区
独

自
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
開
発
と

活
用
を
促
進
、
先
行
改
善
事
例
の

共
有
化
を
図
る
③
局
区
内
の
相
互

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
っ
た
。

　
各
年
度
の
取
組
状
況
は
、
1
5
年

度
は
全
事
業
・
業
務
（
約
１
万
５

千
件
）
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
約

２
千
件
の
改
善
計
画
シ
ー
ト
を
作

成
し
て
い
る
。
ま
た
、
1
6
年
度
は

新
規
事
業
・
業
務
の
一
次
チ
ェ
ッ

ク
及
び
既
存
の
重
点
事
業
・
業
務

の
再
チ
ェ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
た

め
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
約
３
千

２
百
件
と
大
幅
に
件
数
が
減
少
し

た
も
の
の
、
改
善
計
画
シ
ー
ト
は

約
１
千
９
百
件
作
成
し
て
お
り
、

改
善
の
取
組
は
継
続
的
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
1
7
年
２
月
に
開
催
し
た

業
務
改
善
発
表
会
「
ハ
マ
リ
バ
収

穫
祭
」
に
は
３
７
０
の
改
善
事
例

が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
事
例
を

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の

改
善
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

４

今
後
の
方
向
性

～
外
部
の
視
点
の
導
入
～

　
社
会
的
状
況
の
変
化
に
即
し
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
が
効
果
的
か

つ
公
正
・
公
平
に
投
人
さ
れ
て
い

る
か
の
検
証
は
、
市
政
運
営
の
面

か
ら
常
に
必
要
で
あ
り
、
大
変
重

要
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
民

間
度
チ
ェ
ッ
ク
を
自
己
点
検
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
が
、
現
在
の
民
間
度
チ
ェ
ッ

ク
に
お
い
て
は
①
局
区
の
自
立
経

営
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ま
だ

定
着
に
い
た
っ
て
い
な
い
②
改
善

計
画
書
の
内
容
が
具
体
性
に
欠
け

て
い
る
③
職
場
で
の
議
論
も
ま
だ

不
十
分
な
ど
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
現
在
、
課
題
解
決
の
具
体
的
な

方
向
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
３

年
間
の
取
組
を
検
証
し
て
お
り
、

そ
の
検
証
の
中
で
、
よ
り
使
い
や

す
い
、
実
効
性
の
あ
る
シ
ー
ト
と

し
て
改
良
し
て
い
き
た
い
。

　
一
方
、
内
部
の
視
点
だ
け
で
は

改
善
の
取
組
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分

で
あ
り
、
外
部
か
ら
の
視
点
の
導

入
を
検
討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い

る
。
そ
こ
で
、
昨
年
度
か
ら
民
間

シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
に
よ
る
外
部
評
価
も
一
部
試
行

し
て
い
る
が
、
今
後
、
監
査
機
能

の
強
化
を
前
提
に
外
部
的
な
視
点

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

効
果
的
な
評
価
手
法
の
検
討
を
始

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

と
も
、
持
続
的
な
改
革
を
推
進
す

る
た
め
に
有
効
な
、
独
自
の
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
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３ヵ年実施スケジュール図３

図４　改善計画シート
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